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はじめに 
 
 本研究は、地方における人々のくらしについて「生業」「雇用」「福祉」の
三つの側面からその変容と実態に迫ることを目的としてきた共同研究のう
ち、「生業」の側面に焦点を当てた研究である。共同研究での調査対象地域は
石川県の加賀市、金沢市、輪島市であり、これらの地域には古くから漆器の
生産がおこなわれてきたという共通点がある。漆器産業のような伝統的産業
の「産地」には、手工技能を持った自営業者が集積するため、人々の「生業」
の一面をみるのにふさわしい地域と考えられる。 
 今回、ここで対象として取り上げる加賀市の山中漆器産地における聞き取
り調査の中では、すでに 70 歳を越えた職人たちが、専門的な熟練技能を生か
しながら今なお「生涯現役」を目指して日々仕事に励んでいる様子がうかが
えた。そこで本論文では、地方にくらす高齢期の「職人」たちを対象に、彼
らの「生業」を支えている伝統的な「技能」のあり方に焦点を当てる。産地
構造の変容のもと、職人たちは「技能」をどのように形成・維持することで、
その「生業」を自律的に持続させているのか。彼らのくらし向きの実態と意
識のあり方から、これを明らかにすることで、ものづくり産地における技能
伝承のしくみの変容と現状について考察する。 
なお、今回は特に、具体的な事例検討によってその現状の一端を把握する
ことが目的であり、次の展開への予備的考察となっている。 
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問題の所在 
 
 日本のものづくりの低迷がいわれて久しい。本稿でいうものづくりとは、
あとで説明する伝統的工芸品産業における生産のことを示しているが、かつ
てそのものづくりは、地域を支える中核的な産業であり、そこで作られるも
のは多くの人々にとって日常品であった。これらは戦後の日本における資本
主義経済の進展とそれに伴う生活様式の変化によって斜陽化し、1974 年には
伝統的工芸品産業の振興に関する法律注 1）が制定されるにいたる。それは、
当時における伝統産業の見直しと再評価の機運の反映であったと同時に、実
のところ、保護されなくてはならない（そうでなければ存続が危ぶまれる）
対象、存在になったことを内外が認識したことをも意味していた。 
  山中漆器産地も他の産地同様、さまざまな社会経済的環境の影響を受けて
浮き沈みしつつも、熟練した手工技能を持つ「職人」と、製品の企画から販
路の開拓までを担う「商人」によって支えられ、産地量産体制を長い年月に
わたって維持してきた地域である。 
 はじめに、のところでも示したように、専門的な技能を持った職人の多く
は「生涯現役」志向で、高齢期に達した後、量を減らしつつも仕事を継続さ
せていることが多い。この背景には、多分に高齢期の収入や公的な生活保障
が十分ではないことによる「生計維持」という経済的理由がある。しかし一
方で、生業を維持していくことが、社会とのつながりを生成・維持し、さら
には新たな生き甲斐となって自律的な日常生活の原動力となり、高齢期の生
活を支えていくことになるのではないだろうか。その場合、彼らが「現役」
でいることを可能にしている、その身体的技能とそれを発揮する場（産地）
でのしくみは重要である。彼らの生業は技能を介して産地の維持や活性化の
中にどのように位置づけられるのだろうか。本稿では、そのような観点から産
地のしくみについて考察し、産地存在の意義と役割についても考えてみたい。 
ここでいう「技能」とは、単に、ものをつくりだす職人に身体化された個
人的な技能を指すだけではない。産地のさまざまな関係性のなかで育まれる
もの、つまり、流通・販売にかかわる人々や地域の人々の中で育まれ、維持
されていくものであり、産地のさまざまな関係性が反映されたもの、として
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捉える。このような産地内の社会的な関係をつないでいく技能の側面を捉え
て、これを「産地技能」と呼ぶ。技能に対する産地の期待や意向が反映され
たものでもある。 
そして「産地技能」に関わる具体的な人や組織としては、ここでは職人本
人を中心として、その親方、弟子仲間、商人、地域の人々や自治体などが挙
げられる。このように考えれば、職人自身も実のところ「産地技能」のなか
で個人の技能を獲得・習得していく（産地から技能をもらう）のであり、や
がてはその個人の熟練技能で「産地技能」のあり方に関わっていく。技能と
生業が直結している（直接的である）のが職人である。そして職人の個人技
能に間接的にかかわりながら「産地技能」のあり方に関わるのが商売上つな
がっていく商人であり、地域の産業や文化として関わっていく地域や任意の
団体、自治体などであろう。 
本稿では、最初に、対象となる山中漆器産業の特徴を石川県の伝統的工芸
品産業における位置づけの中で紹介する（1 章）。次に、現在高齢期にある職
人の多くが経験している徒弟制度と、後継者育成を目的に産地内に成立した
公的制度が、産地技能にもたらした影響について、戦前～戦後の産地状況と
併せて考察する（2 章）。さらに、高度経済成長期前後の合成漆器の登場と工
場団地造成による産地の近代化と合理化の進展のなかで、職人たちの技能と
それにもとづく産地技能がどのように変容したのかを記述する（3 章）。最後
に、伝統的な木製漆器への再評価と、それに伴う伝統的技能継承への関心と
必要性が高まる現在、産地の構造や状況の変化のなかで、戦前・戦後期に技
能習得し、産地内で生業を営み続けて高齢期に達した職人たちが自らの技能
とどのように向き合い、生業を維持しているのか、それは産地技能にどう関
わっているのかを考察する（4 章）。なお、これらの記述にあたっては、現在
高齢期にある N 氏と G 氏への聞き取り内容を引用しつつ整理していく。 
 
１．石川県の伝統的工芸品産業と山中漆器産業 
 
（１）石川県の伝統的工芸品産業の現状 
 伝統的工芸品産業とは、①主として日常生活で使われるもの、②製造過程
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の主要部分が手作りであること、③伝統的技術・技法によって製造されてい
ること、④伝統的に使用されてきた原材料を使用していること、⑤一定の地
域で産地を形成していること（国指定は 10 企業、30 人以上 県指定は 2 企
業、7 人以上）、の 5 つの要件が満たされているもので、「伝統的工芸品産業
の振興に関する法律」により定められ指定される。「伝統的」の「的」とは、
工芸品の特長となっている原材料や技術・技法の主要な部分は継承されてい
て、さらに改良を加えたり時代のニーズに即した製品作りがされたりしてい
る工芸品であることを意味している。現在、国の指定を受けた石川県の伝統
的工芸品産業は 10 品目であり、これに県指定の産業が 6 品目、未指定の産業
は 20 品目あり、県内には全部で 36 品目ある注 2）。これらは、石川県の産業全
体からすればほんの 1.5%を占めるに過ぎないが、工芸品産業として全国的に
見てみると、指定品目数では全国第 4 位、生産額では第 3 位、伝統工芸士と
人間国宝の数では第 2 位である。 
現在、石川県の伝統的工芸品産業に従事する人は、平成 4 年のピーク時
14,163 人から平成 25 年には 5,555 人となり 39％に減少、生産額は、平成 2
年のピーク時 1067 億円から平成 25 年には 268 億円と 25％に減少した。 
次に見ていく石川県の漆器産業は、本稿で対象とする加賀市山中以外に輪
島市と金沢市があり、三つともに国の指定を受けている。特に山中漆器と輪
島塗は石川県の工芸品産業のなかでも大きな位置を占めている。 
 
（２）県内の漆器産業と山中漆器産業の位置づけ 
①三つの漆器生産地域 
 石川県内にある三つの漆器生産地域は、塗りの輪島、蒔絵の金沢、木地の
山中とそれぞれに独自の特徴を持っている。 
 金沢漆器は、美術工芸の振興に力を入れた加賀藩主前田家によって育成さ
れた武家文化の影響が反映されており、蒔絵細工の優美さがその特徴である。
調度品や茶道具に施された加賀蒔絵として知られる。輪島塗は、下地から塗
り上げまでに 20 工程以上あるといわれる堅牢な塗りが特徴で、塗師屋（ぬし
や）による行商と北前船によって全国的に販路を拡げてきたことで有名であ
る。そして、山中漆器は、材料となる原木を求めて越後から移り住んだ轆轤
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師たちによる白木地生産がその始まりであるとされるが、その後拭漆のよう
な塗りの技法も発展させてきた。轆轤挽きの技術が大きな特徴である。 
 戦前には、輪島は家具類、金沢が宗教具、山中が飲食器と玩具、というよ
うに、それぞれの技法の特長が活かされた製品の生産が行われてきた。当時、
三産地のなかでも圧倒的な生産を誇っていたのは輪島であったが、終戦後、
日用品不足の状況のなかで、都市向けの大衆日用品を生産していた山中漆器
への需要が高まり、「いち早く復興の機に恵まれた」（若林［1959：384］）注 3）。
表 1 には、産地間の変化が産高の推移として表れている。昭和 22 年にはすで
に山中が輪島の生産高を上回り、昭和 25 年には生産高を急激に伸ばしている
だけでなく、輪島の倍の生産高を示している。 
 
表 1：漆器三大産地の生産高の変遷（単位：円） 
年度 明治40年 明治44年 大正2年 大正4年 昭和22年 昭和25年
山中 189,500 356,607 405,603 406,930 55,500,000 312,696,800
輪島 615,070 697,620 776,540 675,530 48,590,000 156,600,000
金沢 106,800 154,500 202,000 167,720 2,439,000 55,000,000  
出所：若林［1959：385］ 
 
 次の表 2 は、現在の漆器三地域の状況を示したものである。 
 
表 2：山中・輪島・金沢の漆器関連事業所数、従業員数、生産額（平成 24 年） 
事業所
数(社)
全体に占
める割合
漆器全体
に占める
割合
従業員
数（人）
全体に占
める割合
漆器全体
に占める
割合
年生産
額(百万
円)
全体に占
める割合
漆器全体
に占める
割合
1586 100% ­­ 5361 100% ­­ 26653 100% ­­
918 58% 100% 3012 56% 100% 14420 54% 100%
山中漆器 318 ­­ 35% 1500 ­­ 50% 9800 ­­ 68%
輪島塗 533 ­­ 58% 1460 ­­ 48% 4500 ­­ 31%
金沢漆器 23 ­­ 3% 52 ­­ 2% 120 ­­ 1%
漆器10品目
業種
事業所 従業員 生産額
県内国指定工芸品産業
 
出所：石川県庁伝統産業振興室のデータから作成 
 
県内の漆器産業は、事業所数、従業員数、生産額のいずれにおいても石川
県の国指定伝統的工芸品産業（10 品目）全体に占める割合が過半数を超えて
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おり、重要な産業であることが分かる。 
 また、山中漆器に注目すると、従業員数は、三産地の漆器全体の半分を占
め、生産額は、漆器産地全体の 70%を占めている。事業所の数が輪島に比べ
て少ないのは、輪島の方が一軒毎の零細性が強いことを意味している。山中
漆器には、分業体制となっているそれぞれの工程の生産者をまとめる製造卸
（商人）や合成漆器生産上の工程を担う事業所に比較的従業員数を抱えたと
ころがある。 
 次の表 3 は、山中漆器のみの従業員数と年間生産額について、産地の生産
のしくみに影響を与えた事項のある年を拾ってその推移をまとめたものであ
る。 
 
表 3：山中漆器の従業者数・生産額推移 
年度 従業者数 生産額（千円） 関連事項
1953(S28) ―― 600,000
1959(S34) ―― 842,300 合成漆器の導入
1960(S35) ―― 1,092,800
1965(S40) ―― 1,800,000 スクリーン蒔絵導入
1968(S43) ―― 4,515,000 工場団地稼働
1971(S46) ―― 6,000,000
1975(S50) ―― 20,000,000 ギフト市場の開拓
1981(S56) ―― 30,000,000
1985(S60) 5,000 36,000,000
1988(S63) 5,000 40,000,000 ※生産額ピーク
1991(H3) 5,000 35,000,000 バブル経済崩壊
1995(H7) 4,200 32,000,000
2000(H12) 3,140 22,000,000
2005(H17) 2,200 12,500,000
2010(H22) 1,600 10,200,000  
出所：山中漆器連合協同組合資料を一部加工 
 
たしかに、山中漆器は戦後、その「日常性」用途としての強みを活かして
早くから生産額と販路を拡大させたのだが、その後は、素材にプラスチック
を利用、その成形に機械を導入、さらにはそれらを大量生産化するために工
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場団地を稼働させるなど、増産へのてこ入れを行い、またブライダルを主な
ターゲットとするギフト市場を開拓するなど、需要の掘り起こしを行い、産
地を挙げての需要と供給喚起の努力を続けてきた地域である（これについて
は３．のところで詳細を述べる）。しかし、他の工芸品産業同様に、1991（平
成 3）年のバブル経済終焉直前（1988 年）にピークを迎え、それ以降は下降
の一途をたどり、産地規模としては現在までに三分の一以下に縮小してきた。 
  
②山中漆器産地の技能をめぐる構造 
 山中漆器には伝統的な木製漆器とプラスチック材料によって生産される近
代的な合成漆器があり、それぞれ生産工程が異なる。 
 木製漆器の生産工程（図 1）には木地→下地→上塗→蒔絵の工程が、合成
漆器の生産工程（図 2）には樹脂成形→塗装→蒔絵の工程があり、たとえば
木地は第 2 部、塗装が第 3 部、下地が第 4 部…とそれぞれの工程ごとに同業
者で「部」を構成しており、第 9 部まである（部の数字が生産工程の順番を
示しているわけではない）。工程（部）ごとに専門的な技術と設備を維持しな
がら分業体制として産地形成している。そして、産地の中心となって、これ
らの生産部門を統括し、流通の主体となっているのが、山中地域では「漆器
屋さん」と呼ばれる第 1 部の製造卸（商人）であり、彼らは消費地問屋や産 
 
図 1：伝統的な木製漆器の生産（工程）・流通 
 
出所：山中町［1995：287］ 
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図 2：近代的な合成漆器の生産（工程）・流通図 
 
出所：山中町［1995：287］ 
 
地外問屋等からの受注によって各工程の業者に生産数を指示し、彼らから商
品の納入・納品を受けては包装・出荷する役割を担う。一部製造を兼ねてい
るところもあるが、一般的には社内には製造部門を持たずに、各工程それぞ
れに取引をする製造業者を複数持ち、仕入れ、もしくは委託加工システムで
生産している（半製品が一工程ごとに問屋をくぐる）。 
 このような構造のもとでは、製品の企画を行い、消費地からの受注あるい
は販路を開拓する製造卸（商人）によって、ものをつくる職人の仕事量や内
容が決定される。その意味では、職人たちの生活保障の一端を担ってきたの
が商人たちであるといえるし、職人が商人に対して従属的となる側面もある。
しかし、後に見ていくように、一度取引の関係（仕入れ・納入、委託加工・
納品の関係）を結ぶと、その関係が非常に長く続く場合（時には半世紀近く、
また世代を超えて）も多い。特に昭和期に産地の中心として活躍してきた、
本稿でも取り上げる高齢期の職人たちは、現在でも従来的な商人との関係を
保ちながら家業を営んでいる。また、商人である製造卸から見れば、職人の
技能あっての商売であり、消費地からの注文が減った場合でも可能な限り職
人に発注する、といったことも行われてきた。ものは職人の技能によってつ
くられるのであり、商人である製造卸にとってもその技能は産地技能として
の重要な関心事である。このように、技能を結節点とした関係とそれによっ
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て成り立つ産地構造は、漆器生産に直接携わる人々のみならず、産地のある
地域や行政にとっても関心の対象であり、そのための協同が必要とされる。
具体的には、山中には山中漆器連合協同組合という職人や製造に関わる事業
主たちと、問屋部門の事業主たちによって運営されている組織があり、産業
と産地の活性化を目指した活動を行っている注 4）。先の生産工程における第 1
部から第 9 部の構成もこの組合組織において成立しているものである。 
 
２．徒弟制度と産地内の制度による技能継承 
 
 ここからは、山中漆器産地で半世紀以上に渡って漆器生産に関わり続け、
現在高齢期を迎えている N 氏（下地職人）と G 氏（木地職人）の技能の形成
と維持を中心とした生活経験の内容を、また他にも山中漆器産地で現在も働
く人々の経験を引き合いに出しながら、産地の変容と照らし合わせつつ、ど
のような関係の中でどのように技能を形成・維持してきたのかを中心に記述
を進める。 
本章では、戦前から戦後まもなくにかけての産地ぐるみの技能継承と人材
育成のしくみ・体制について考察を加える。まずは以下に、事例として取り
上げていく下地職人の N 氏と木地師の G 氏の紹介と参入の経緯を示してお
く。またそれぞれの工程で必要とされる具体的な個人の技能がどのようなも
のであるのかも付した。 
 
※N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
漆器業界参入までの環境と経歴 
 1925（大正 14）年、山代温泉の「百姓の子」に生まれる。1938（昭和 13）年に
小学校を卒業後、国鉄に入るが、昭和 16（1941）年に太平洋戦争が始まると、自
ら志願して 1943（昭和 18）年に海軍予科練に入隊した。終戦後、山代の知り合い
が山中で漆器に携わっていた関係から、軽い気持ちで見学に行き（21 歳）「これ
ならやれるかな」と思ったのが漆器の世界への参入のきっかけである。 
下地職（第 4 部）に必要とされる個人の技能（具体的な作業内容）  
仕上げられた白木地に、衝撃からの保護のために上塗りの前に施されるのが
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下地である。椀の縁や高台など割れやすい部分を補強する布着せをすることも
ある。その後、漆と地の粉や砥粉を混ぜ合わせて練り、「錆」を作る。「錆」は粗
い順に一辺地、二辺地、三辺地と呼ばれるが、その「錆」を粗いものから順番に、
ヘラで木地にむらなく着けていく。三辺地まで着けた木地（かなりの重量感があ
る）は表面がざらついているので、砥粉と漆を混ぜた「上錆」を薄く着けて表面
を滑らかにしていく。さらにヘラでついた段差をなくし、平滑になるように砥石
で水研ぎして肌を平らにして仕上げる。椀のカーブに合わせたヘラ使いは力加減
が必要でこれを身につけるのに５年はかかる。道具のヘラは、一つの椀に一本、
ではなく一つの椀にも椀の場所（カーブ）によって何本も使い分ける。職人は大
事な道具であるヘラを全て自分で作るが、これを作ることができるようになって
「一人前」といわれる。 
 
※G 氏［木地師：70 代前半：山中出身：家業継承型］ 
漆器業界参入までの環境と経歴 
1941（昭和 16）年、山中町の木地師が集住していた地域に生まれる。父は自宅
から通いの木地の渡り職人であり、当時、産地内に数多くあった木地工房に入り、
仕事をもらっては出来高制で稼いでいた。渡り職人とは、決まった工房に留まら
ず、良い仕事を求めて、あるいはそこでの仕事が合わなければ他の工房へ移って
いく職人のことである。G 氏が中学校に入る頃、父親が同じ集落内の工房に出入
りしていたため、学校が終わるとそこへ見学に行っては材料運びや木くずを燃や
す作業を手伝った。 
木地師（第 2 部）に必要とされる個人の技能（具体的な作業内容）  
山中漆器の特徴は、輪切りにした天然木（狂いのないケヤキ、トチ、水目桜
などを使用）を使用する縦木取りである。板目に沿って取る横木取りに比べて
ゆがみや狂いが少ないので蓋ものや椀ものに向いている方法である。木を乾燥
炉で水分７％まで乾燥させ、再び自然乾燥で水分を戻しながら枯らしていく。
山中漆器の木地職人たちは、これをくり抜き、椀の形に削り出すだけでなく、
木地の肌に極細の筋を入れる加飾挽きを得意とし、それが山中漆器の特徴とも
されている。その手法は、筋引きと呼ばれ、千筋、糸目筋、ろくろ目筋、稲穂
筋、平溝筋、柄筋、ビリ筋、など数十種類もある。この時使用する小刀や鉋は
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すべて木地師の自作であり（鍛冶作業も自分で行う）、作業に応じて使い分けら
れる。山中の挽物技術は平成 22 年に石川県無形文化財に指定されている。 
 
（１）徒弟制度のなかの技能の維持・継承 
 まずは、伝統的な徒弟制度の中で技能を習得した N 氏の例について、そ
の独立までの様子を見ていく。 
 
N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
弟子入りによる技能の修得過程 
 N 氏が修行に入った頃、すでに下地部門には厳しい徒弟制はなかったが、それ
でも独立するまでに、親方の元へ通いで 5 年間修行した。小遣い（給与）は月 500
円、通勤費は親が出費してくれた。修行に入って半年もすると「こんな仕事とは…」
と思うこともあったが、当時は他に仕事もなく、ここまでやってきた。「小遣い程
度しかもらえず、会社員と較べてもどかしい思いもあったが、ものをつくる楽し
みがあったので続けてこられた」。 
 N 氏の他に当時は兄弟子が 1 人、同輩が 2 名、弟弟子が 1 名机を並べて修行し
ていた。弟子の中には、親方からまだ了解を得ないうちに独立してしまう、とい
う者もあったが、N 氏は親方が判断し、独り立ちを許してもらえるまで修行を続
けた。 
独立 
年季明け 26 歳（1950 年）で独立した。独立の際には親方が、下地仕事には欠
かせない新しい作業台、塗り道具であるヘラを削って整えるための銘入りの小刀、
鋏、の三点を贈ってくれた。現在でもすべて現役で使用している。 
 最初に仕事を取引することになった得意先は 3 軒、すべて独立の際に親方が世
話をしてくれた。すでにこの３軒は製造卸をやめていて現在の取引はない。 
  
 機械化が困難で、個人の技能によって完成品の出来が決まっていくような
工芸品の場合には、戦後まもなくの時代でも徒弟制度は温存されていた。し
かし山中漆器産地の場合は、同じ県内の輪島漆器産地に比べると本格的な徒
弟制度は早くに崩れていた。「かつては近在の村々からさかんに徒弟が集めら
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れ」、それが町の人口増加の原因にもなっていたが、明治以後、徒弟の多くが
山中町内から来るようになったので、N 氏のようにその多くが「通い」となっ
た。 
 また、かつては 10 年以上あった年期も 7 年、さらに 5 年へと短縮されてい
くが、これは小学校の義務教育延長とも関わっている（山中町［1959：398］）。
徒弟期間に行われた何年かごとのお祝いは、他の要素に比べてもさらに早く
滅びた上に、年季明けの儀式もごく形式的になっていた。親方からの贈り物
も、かつては紋付羽織・袴が贈られていたが、これも早くに廃れ、道具類を
贈ることだけが残っていた。また、その後のお礼奉公は残っていたし、親方
との親交はいつまでも残ったという。しかし、ヨボシゴと呼ばれる擬制家族
としての親方・旧徒弟間のつながりが強い輪島に比べると山中のそれは薄い
方であった。これはちょうど N 氏が独立を果たした頃の山中の様子である。
このような当時の状況からすれば、N 氏の場合、通いによる徒弟修行ではあっ
たが、徒弟期間の長さ、独立時の親方による判断、道具の贈与、得意先の紹
介など伝統的な要素を強く残していたといえる。 
 特に戦後は、食糧難や労働基準法などによる規制によって、親方職人の方
でも無償の徒弟を求めることは困難であった。徒弟のうちから俸給を与えな
くてはならない上に、心身ともに職人気質を仕込むことも出来ず、技術的に
良い後継者を得ることが出来ないというのは、全ての関係者が早くから抱え
ていた問題であり、悩みであった（山中町［1959：400］）。 
 
（２）公的制度としての技能の維持・継承 
以下に、学校の中にある漆器にかかわる技能養成のしくみを利用して技
能を習得した G 氏の例を見ていく。 
 
G 氏［木地：70 代前半：山中出身：家業継承型］ 
学校制度のもとでの技能の修得過程 
G 氏が入学した一町二村立山中中学校（現・加賀市立山中中学校）は当時、1
年生の 2 学期になると進学か否かの選択があり、毎年三分の一ほどいた進学組は
英語を勉強し、それ以外の生徒たちは工業、商業、漆工、家庭科のいずれかの選
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択制であった。父親からは常々「自分の跡を継いで木地挽きになれ」と言われて
おり、自然と「父親の跡を継げばよい」と思っていたため漆工を専攻した。 
 G 氏は中学を卒業したら父親のもとで漆器の仕事をするつもりでいたが、中学
３年の卒業が迫る頃、受験を控えた進学組の生徒たちが一生懸命勉強するのを目
の当たりにして「果たして自分はこのままでいいのか」という漠然とした不安を
抱えるようになった。その折、定時制高校から「定制に入学してみないか」と先
輩たちが勧誘にやってきた。仕事をして夜には勉強も出来るという話を聞き、「負
けん気も起きたのか」やってやろうか、という気になり、受験をして合格、大聖
寺高等学校定時制（定時制は後に加賀聖城高校へ統合される）山中分校に入学す
ることになった。40 名定員のところに 42 名が入学してきたが、1 学期で 10 名が
辞め、1 年経ってさらに 10 名が辞めたので、卒業時に同級生は半分になっていた。
その中でもG氏は昼間は父親とともに木地師としての仕事をしながら高校を卒業
した。 
独立 
35 歳の独立の折り、そのきっかけとなり、独立に向けての背中を押してくれた
のは、当時親方の得意先だった S 漆器店であり、その主人から「お前の木地を買
うてやるから独立せい」と言われたことにある。それ以来、S 漆器店とは現在で
も取引を続けている。 
 
山中町は、G 氏の例にあるように、義務教育である新制中学校の選択科目
に漆工のような地場産業に関わる職業教育課程科目を取り入れる（1950～
1965 年）など、当時全国にも例を見ない制度を導入している（山中町
［1995:310-311］）。これは、職業指導（漆工指導）に必要な教室設備を完備
した文部省モデルスクールの導入でもあり、漆器組合の要望でもあった。漆
工指導に必要な蒔絵・デザイン室・塗装室・木地室をつくり、そこに必要な
廻転風呂棚・普通風呂棚・木地ロクロ六台・その他必要な備品を備えて週 5
時間の漆器選択時間を開設したという。漆器技術の向上は、町の盛衰にも関
わる重要な関心事だったのであり、早くからその準備教育が行われていたこ
とが分かる。山中町は、産地を挙げての技能の継承、そして産地の存続・発
展に力を入れてきた町でもあった。それにより G 氏は中学 1 年生の 9 月から
〔 36 〕 
木地挽きを学んだことになる。たしかに、先に見た N 氏のように、戦後もし
ばらく徒弟制度は、ある程度技能の継承と後継者育成において役割を果たし
ていた。しかし、義務教育の延長や労働基準法により、戦後は徒弟制度が崩
れつつあるなかで、13 歳からこの世界に関わるしくみがあったということ、
またそれを様々な形で継続させようとした産地の努力は貴重なものであっ
た。 
他にも、戦後は 1946 年に漆器補導所（→1948 年石川県立公共職業補導所
へ→1957 年町立山中漆器研究所へ改称）を設立し、1968 年には山中漆器共同
職業訓練所を建設して、町全体で漆器製造技能の継承と後継者育成に努めて
きた（山中町［1995：332-333］）。これは他市町村と比べてもかなり手厚いも
のであったといえる注 5）。 
ここまで、（１）の徒弟制度と（２）の学校制度の双方による職人の技能形
成を見てきた。どちらにしても、参入の段階で、職人として生業を成立させ
ていくことを保障するしくみがあったことが分かる。将来的にも安心と希望
のもてる自明の制度として本人にも育てる側にも認識されていて、技能習得
期にある人々が安定的な修行期間を過ごすことができる。N 氏も G 氏も、技
能習得後、産地内に親方の伝手によって、独立を果たすのに欠かせない取引
相手を得ており、それは、親方の技能をめぐる信頼関係あってのものである。
産地における手工的な技能の必要性と重要性について産業に関わって生きる
周囲の人々が理解を示し、それを「産地技能」として維持させようとするし
くみが伝統的に存在していたのである。 
 
３．合成漆器の登場と工場団地造成による量産化 
 
（１）高まる漆器需要と合成漆器の登場 
1959（昭和 34）年、合成漆器の本格的な導入が始まっていくが、当時の木
製漆器の生産状況と合成漆器の生産にいたる経緯を見ておく。 
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N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
独立当時の仕事状況 
 独立時の 1950（昭和 25）年、折しも時代は景気が右肩上がりの時代へと突入し
ており、職人が足りなくなっていた。独立後 1 年ほどして親方の薦めで結婚、妻
の下仕事に助けられ、毎日夜 10 時、11 時までの仕事が続いた。商人（製造卸業
者）が持ってくる白木地を、必ず約束の期日までに仕上げることが大原則であっ
たため、どんなに夜遅くても仕事をした。当時は、複数の漆器屋から月に各 100
コずつ、多いときには 300 コ、400 コずつの注文があった。 
 
 N 氏の体験からもうかがえるように、戦後、原木不足、木地・下地業者不
足の理由から漆器供給能力が低かったのに対し、生活の安定に伴う日用の安
価な漆器の大量需要があった。その需要に応じるために日用品生産を得意と
した山中は当時、産地全体が忙しく活気があった。そして、このことが産地
における合成素材としての新素材導入の受け入れ背景となっていく。昭和 30
年代に入ると、石油化学の発達に伴って開発された合成樹脂や化学塗料の新
素材が漆器産業に導入され、これまでの高価な木製漆器に代わり、安価で取
り扱いが簡便な実用品としての新たな市場が開かれることになる（山中町
［1995：285］）。 
 
（２）増える合成漆器への転身 
聞き取り調査の中では、昭和 30 年代に、それまで伝統的な木製漆器を扱っ
ていた多くの事業主たちが、合成漆器を扱う漆器屋へ転身したという話が多
く語られていた。また、合成漆器の登場から間もなく蒔絵の技法に関しても、
手描きに代わってスクリーン（転写）蒔絵の技法が導入され、生産方法はま
すます簡便化していった。 
ここで、N 氏、G 氏とは別に、蒔絵師から転写蒔絵に転身した夫を持ち、
その工場の作業を手伝ってきた妻 T 氏（女性）の事例を挙げて当時の様子を
確認する。 
 
  
〔 38 〕 
T 氏［旅館勤務：80 代半ば：能美出身］ 
〈1924（大正 14）年生まれの蒔絵師の夫［2014 年没、能美郡出身、外部参入型］
を持つ〉 
量産工場への転身 
 手描き蒔絵の職人だった夫（弟子を 3 人持っていた）が、転写蒔絵へ転身した。
家族従業員として T 氏も半製品を箱から取り出す作業や蒔絵が施されたものを箱
詰めするなどの周辺的な仕事を手伝った。とても忙しかった。 
 
 合成漆器の生産には、職人としての修行期間の必要はなく、量産が可能で
あるため、安定した収入を得ることができた。したがって、上記の例のよう
に合成漆器に関わる仕事へ移る職人も数多くいたのである。 
 
（３）工場団地化と量産体制へシフトする産地技能 
木製の木地から合成樹脂の素地へ、天然の漆から化学塗料へ、といった近
代的な産業への転換をはかっていくには、「土地や施設の整備と充実が必要不
可欠である」と認識されるにおよんで（山中町［1995：301］）、昭和 30 年代
後半に提案されたのが工場団地の造成であった。木製漆器を制作する零細事
業所や職人の家に併設された店舗・作業場が町内に存在している状況のなか
で、生産の拡張は難しかったし、化学原料を使用するには町中では危険も伴
うものである。具体的には、樹脂成形、スプレー塗装、転写蒔絵などの製造
工程の新設備・新技術の開発・改良が行われ、製造問屋と分業製造工程の産
地構造機能が有機的に連動する近代的な工場団地が目指された（山中町
［1995：285］）。1962（昭和 37）年に成立した中小企業高度化資金助成法（事
業資金の貸付け、助成等）の適用を受けることによって設立が本格化してい
く。 
1963（昭和 38）年には、当時の加賀市別所町と山中町上原町（現在は平成
17 年の合併により同じ加賀市）といった行政地域の異なる二つの地域から団
地造成についての競合申請があったが、翌年にはこの両方が認められたこと
によって工場団地の造成が二カ所で行われることになった（山中町［1995：
298］）。やがて整備された工場団地が建設され、1967（昭和 42）年には両団
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地が完成し、稼働を開始した注 6）。 
その団地化の効果は「きわめて大きかった」とされる。企業の省力化、近
代化による「量産体制」が確立し、山中漆器の生産力・販売力の増加にとも
なう生産額は急激な増大となった（山中町［1995：302］）。 
1967（昭和 42）年から 1972（昭和 47）年にかけての部（担当・工程）ご
との業者数の変化を見てみると（連合協同組合資料）、製造卸（第 1 部）の事
業所数は昭和 42 年の 96 社から昭和 47 年には 125 社へ増加、合成漆器の製造
に関わる事業所は、塗装（第 3 部）は 156 所から 182 所へ、（シルクスクリー
ンを含む）蒔絵（第 5 部）は 120 所から 157 所へ、成形（第 6 部）は 18 所か
ら 27 所へ増加している。一方、伝統的な木製漆器の製造に関わる事業所は、
木地（第 2 部）は 76 所から 52 所へ、下地（第 4 部）は 53 所から 48 所へ、
業者数が減少した注 7）。木製漆器関連の事業所数の減少は、合成漆器への転業
を意味しているものも多い。先に事例として出した蒔絵から転写蒔絵に転身
した T 氏も移転したうちの一人である。 
 
T 氏［旅館勤務：80 代半ば：能美出身］ 
〈1924（大正 14）年生まれの蒔絵師の夫［2014 年没、能美郡出身、外部参入型］
を持つ〉 
工場団地への移転 
当時提示された団地造成地の一画を購入すると、はじめに T 氏の夫は、そこ
に工場だけを建てて、毎日通いで仕事をしていた。その後しばらくして後を継
ぐ長男の将来のことも考え、工場と同じ敷地内に家を建てて、家族全員で引っ
越しをした。現在も T 氏の自宅はそこにある。 
 
次に、合成漆器への転身はしなかったものの、工場も自宅も工場団地に移
転し、移り住んだ N 氏の事例である。 
 
N 氏［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］ 
工場団地への移転 
現在、自己所有の自宅と工房（土地を含む）は、1967（昭和 42）年に、当時別
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所工場団地として一区画 40 坪もしくは 80 坪で売り出されていた土地を購入して
おいたものである。購入後、工場団地がどうなるか 3～4 年様子をみて、ぼつぼつ
と団地に家が建つようになったのを見計らって 1970（昭和 45）年に家族で移って
きた。 
 
伝統的な技法から近代的な技法による漆器生産への転身とともに移り住
んだ T 氏と、木製漆器の生産を続けながら工場団地に土地を購入して移り
住んだ N 氏の例を挙げた。工場団地は合成漆器生産に携わる人のみならず、
多くの漆器関係者の移動を促した。伝統的な木製漆器と、新しい生活様式
に対応して実用性を追求しようとした近代的な合成漆器の両輪体制によっ
て産地を活性化させようとしてきたのである。漆器生産の近代化によって
山中のイメージは大きく変化した。売り上げは会津や福井といった県外有数
の生産地の生産量に迫り、1981（昭和 56）年には、長年漆器生産でトップの
座にあった会津漆器産地を抜いた。先に表 3 で見た〈山中漆器の売上げの推
移〉における売上げピーク時の 400 億円の内訳は、その約 80％以上が合成漆
器である。合成漆器は全国に山中の名前を広め、漆器産地としての経済的地
盤を固めていったといえる。そして、こうした産地の構造変動に伴って、産
地技能のあり方も量産体制を整える方向へシフトしていく。産地における
伝統的な漆器生産は、漆器の量産化と生産合理化の背後へ押しやられてい
くのだが、手仕事による事業所・工房の減少にも現れているように、手工
による技能継承と後継者育成という、産地ののちの課題につながっていく。 
 
（４）伝統的技能への産地のアイデンティティ 
しかし木製漆器が見向きもされなくなったのかといえばそうではない。
合成漆器の登場により、木製漆器は敬遠されることになるが、技能的淘汰の
中で職人としての仕事を続けた人たちもいる。N 氏、G 氏はその典型例であ
る。 
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G 氏［木地師：70 代前半：山中出身：家業継承型］ 
合成漆器の影響 
 G 氏が独立した 1970（昭和 45）年頃は、産地全体がとても忙しい頃であった。
合成漆器が大量に出回り最盛期となる時期でもあったが、木地に対する需要につ
いては「腕のいい人には仕事があった」。G 氏はさらに日本漆器協会の会員として、
東京の百貨店に実演に行くなど、技能が認められて様々な頼まれごとをするなか
で、人間関係を拡げていった。ぽつぽつと弟子も入り、東京や飛騨からも木地の
修行をしに若者がやって来た。 
 
高度経済成長期を過ぎる頃から合成漆器はやや過剰生産状態となり、同時
に木製漆器の需要喚起が起きていた（山中漆器漆工史編集委員会［1974：6］）。
伝統的工芸品産業の振興に関する法律が成立したのもまさにこの頃である。 
1987（昭和 62）年の機関誌に掲載された、各工程部門の代表が参加して
行われた座談会の記録注 8）をみると、そこでは産地技能の継承と後継者育成
に関する懸念（下記①）と、商品について山中漆器産地としてのアイデン
ティティにかかわる疑問や行き詰まりを感じさせる声（下記②）が挙げら
れている。 
 
① 技能の継承や後継者についての意見の抜粋 
「折角長い間培われてきた技術の伝承をどの様な形でやっていけばよいか、非
常に問題視されるところです。」 
「後継者育成の問題なんですけど、一番大事なのは技術の伝承をどうするかと
いうことですね。（略）今後急激に伝統的な仕事が増えるとかいうことは考えら
れないと思う。かといって過去何百年か培ってきた大事な技術を衰退させては
ならない。」 
 
② 製品に関する意見の抜粋 
「ファッション漆器とかいう言葉を使った電気製品やらオルゴールやら、漆器
自体よりも機械や部品をようけ付けた物ばかり売っているのが現状で、全く産
地が潤わなくておかしな事態や。」 
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「塗師屋は塗るところが無いと言い、蒔絵屋は加飾をするところが無いと言う。
商品開発をする上ではやはり職人さんが喜ぶような新商品を開発するのが第一
と思う。」 
 
産地としての技能のアイデンティティが手仕事に見出されていることが
読み取れる。既に 1965（昭和 40）年には、産地内では木製漆器の会（山中
漆器漆工史編集委員会［1974：168］）が結成されており、1994（平成 5）年
には轆轤技術保存会（山中町［1995：139］）が立ち上がった。実際に合成漆
器による量産化が進み、量産化の技能が産地の主流となってからも、木製漆
器は、その傍らで、小さいながらも山中漆器のアイデンティティとして常に
意識され、認識されていたといえる。 
産地は再び伝統的な手工技能の伝承に取り組むことになる。木製漆器が
再評価され、伝統的技能継承の必要性が再認識されると 1997（平成 9）年に
は、「石川県立山中漆器産業技術センター 石川県挽物轆轤技術研修所」注 9）
が開設されることになった。 
 
ここまで、手工技能の維持と後継者養成に関する産地ぐるみのしくみが
自明のものとして成り立っていた時代から、合成漆器へのシフトに象徴さ
れる産地近代化・量産化と、その一方で木製漆器の保護・育成に努めてき
た山中漆器産地における産地技能のあり方について考察してきた。産地技
能は、戦前まではその主流は伝統的な手工によるものだったといえるが、戦
後、合成漆器が登場し、山中漆器産地の主力となるにおよんで近代的な量産
の方法が産地技能の主流になったのである。 
 
４．高齢期にある職人のくらしの現状と「産地技能」 
 
山中漆器産地の様々な変遷のなかで「産地技能」もその折々にその内容
を変えてきたのであるが、ここでは、そこでの経験を通して技能を保持し
続け、高齢期を迎えた職人が現在どのようなくらしをしているのか、その
生活の現状について記述し、彼らにとって産地はどのような存在なのか（ど
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のように関わるのか）、また産地は彼らをどのように受け入れているのかを
検証することによって、産地の現状について考察する。 
 
（１）高齢期にある職人のくらしの現状 
① N 氏の場合［下地職人：80 代後半：山代出身：外部参入型］の事例 
〈自宅・工房：土地・建物ともに自己所有〉 
〈家族：娘婿（漆器店勤務）、孫（町外へ務め）との 3 人家族 ／ 妻、娘は他界〉 
仕事と収入・年金・くらしの状況 
ここ 3～4 年、仕事は薄くなっている。50～60 年前は見込み生産であったため、
問屋の在庫が少なくなれば消費地問屋から生産地問屋（製造卸）へすぐに注文が
回ってきた。今はバブル前後から比較すると半分以下、60%くらい落ちていると
N 氏は感じている。 
右肩上がりの時は妻と 2 人で月に平均 50 万円（月によって変動があった）の仕
上がりがあったが、ここ 5～6 年、１人で月 5 万にしかならない。これは消費地問
屋からの注文が減っていることと、在庫を抱えないようになったためである。在
る程度注文数がないと仕事の手順が狂って作業時間にも無駄が生じる上に、当然
収入は低い。これでは 30 代、40 代の子育て世代がこの仕事に就くことは出来な
い、と N 氏は思う。仕事以外の収入では、月額 6 万の国民年金を満額で受給して
いる。「掛けるものも少ないが、もらうのも少ない…」年金である。他界した妻に
代わって外に務める娘婿と孫のために食事の準備やそのための買い物を日課（家
族内の役割）としている。 
これからのくらし 
 身体が丈夫で、今まで入院も大きな怪我もなくやってこられたことに感謝して
いる。 
 現在、高齢者の施設などに入ると月十万以上かかると聞いている。もし自分に
何かあって、そのような施設に入ることになった場合には、しばらく入っていら
れる準備があるので、これから先の不安はあまり感じていない。そのような場所
も昔の「姥捨て山」のイメージは払拭されていて、自身もそこに入ることには抵
抗感はない。残った家族に迷惑をかけたくないという気持ちが強い。ただし、自
分が思うより長生きしたらどうなるかは分からない。 
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同業者（下地職人）の現状 
 山中漆器産業の現状は、下地に限って言えば、注文も減る中、後継者も不足し
ている。現在、下地職人は産地内に 12 人しかいない。彼らの息子は皆サラリーマ
ンになっている。漆器の生産工程の中で一番手間がかかるのが下地だが、上塗り
や蒔絵のように表に出ないせいか、工賃が一番安いことも後継者のいない要因で
あろう。 
 下地の同業者では新年会や旅行、食事などの親睦の機会を持っているが、この
仲間で会えば「最近は遊んどる＝注文が少ない」という話になる。 
製造卸との取引関係 
 独立の折りに、親方から紹介された店と取引してきたが、その店は既に辞めて
しまったので、現在はその後新たに取引関係の成立した 3 軒との取引がある。一
番長いのは 40 年のつきあいのある製造卸の店である。現在の主人が、かつて修行
していた漆器屋から独立する時に、N 氏に下地をやってくれないかと声を掛けて
きた。今も毎月たとえ少しでも必ず注文を持ってくる。仕事がなくとも「するも
んがないんで…ごめんねー」と、遠慮しながら顔を見に来てくれる。次に長いの
は 30 年程のつきあいのあるところで、こちらも毎月どんなに少なくとも注文を
持ってくる。もう一軒は時折来ては「これ、たのみますー」と注文をしていく。
いずれも山中の問屋である。 
職人としての仕事 
N 氏自身は、現在「下地（の仕事）」そのものには執念はない。だが「職人とい
うのは座って手を動かすもの」である。机の前に座ると心が落ち着くので、仕事
がなくとも仕事場に座っていられる。かつて職人は毎月 1 日が休みの日であり、
この日だけが職人が休んでも「はずかしくない」日であった。現在でもその感覚
がある。 
 
② G 氏の場合［木地師：70 代前半：山中出身：家業継承型］ 
〈自宅・工房：土地・建物ともに自己所有〉 
〈家族：妻、娘夫婦（自営）、孫との 5 人家族〉 
仕事と収入・年金・くらしの状況 
最も売り上げのあった頃に比べると、注文はどんどん減っており、今はピーク
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時の半分ほどになっている。現在は、自分の挽いたものの売り上げはけっして多
くはないが、これに研修所の講師料の収入がある。仕事以外の収入では、月額 8
万前後の年金を受給している。妻は勤めの期間があったので G 氏より少し多めに
受給している。年金だけでは生活は成り立たない。 
これからのくらし 
 身体が丈夫で、今のところ健康、体力には特に心配はない。今年も山へ山菜を
採りに入ることが出来たし、しばらく続けられると思っている。でも、何がある
かは分からないし、特に 70 歳を過ぎてから、昔からの持病（特にこれまで生活へ
の支障は無かったが）もあり、少し心配をするようになった。認知症について見
聞きすると、この頃は自らの衰え、老いなど将来に不安を感じることもある。特
に身体が動けなくなったらと考えると不安である。毎月、加工賃、研修所の講師
代、2 ヶ月に 1 回支給の年金からすると、子ども世代に面倒を見てもらうことも
気が進まないが、施設に入るには金銭的に厳しいと感じている。 
同業者（木地師）の現状 
 G 氏の住む集落はもともと木地師の多いところであり、最盛期であった昭和 40
年頃には 60 人ほどの木地師がいた。しかし、現在は 12 人となっている。山中全
体でも最盛期には170人ほどいた木地師が現在は40人ほどになっている。現在「職
人」として活躍してきて高齢期を迎えた仲間の職人たちは、動ける間は仕事を続
けている者が多い。仕事柄か身体が丈夫な者が多く、施設やホームに入ったとい
う話はほとんど聞かない。ただ、糖尿のために足が痛いなど身体的理由から仕事
が出来なくなっていく人もいる。息子の仕送りや家族の協力で生活しているので
はないか。早くから仕事を辞めて人材センターに登録し、シルバーの仕事をして
いる人もいる。 
製造卸との取引関係 
 独立のきっかけとなり、また背中を押してくれた（当時の親方の得意先）S 漆
器店とは現在でも取引を続けている。S 漆器店以外に、現在山中地域では 3 軒と
取引がある。2 番目に取引期間が長いのは工場団地にある漆器店であり 40 年ほど
のつきあいになる。3 番目には研修所で同じく講師をしていた木地職人と取引を
していた漆器屋である。当の職人が辞める際に代わりに、と紹介された店で 12～
13 年ほどのつきあいになる。4 番目は最近（昨年）取引を始めた漆器店である。
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この他、地域外では輪島の問屋 3 軒、県外の問屋で 3 軒ほどと取引をしている。 
※木製漆器の近年の事情：他の漆器産地では木地の後継者不足が進み、他産地か
らの山中産地の木地師や木地屋に注目と注文が集まりつつある。 
職人技能の継承にかかわる仕事 
 山中産地内、県内の漆器産地輪島、県外の漆器産地との取引を行う加工業の他
に、1997（平成 9）年に開設した石川県立山中漆器産業技術センター内の「石川
県挽物轆轤技術研修所」で開設時から今日にいたるまでG氏は講師を続けてきた。
そこで専門コースに進んだ生徒を自分の工房に「弟子」（※制度ではない）として
受け入れ、習熟のためには数をこなす必要のある木地を挽かせ、工賃を与えなが
ら学んでもらっている。自分の子どもが娘であるため、研修所に来る生徒に自分
の技術を教え伝えたいという思いもある。しかし、現在、研修所を出て木地師と
して山中に残る生徒はいない。「展示会などに出品する作家」はいるが、「商品を
作る職人」はいないのである。 
 
（２）職人の生業・くらしと産地技能 
① 職人仕事におけるくらし向きの厳しさ 
既に高齢期を迎えて久しくなった N 氏と G 氏の事例項目、仕事と収入・
年金・くらしの状況それにこれからのくらしに着目して考察してみる。 
まずは近年の産地全体の生産額にも現れているように、また個別の具体的
な聞き取りからも分かるように、漆器業に携わる人々の仕事による収入は、
多くの場合減り続けている。くらしの上での経済的基盤は、ものをつくって
得られる収入だけでは厳しい状況にある。また、N 氏と G 氏の事例における
年金収入をみても、満額受給でもこれのみで十分な生活が保障されるとは言
いがたい。両者ともに、土地や家屋が自己所有であり、家族との同居である
ことが、生活の基盤を支えている。 
加えて、高齢期になれば、加齢とそれに伴う身体に関する不安がある。た
しかに N 氏も G 氏も産地の職人の職業上の特徴であるのか、同業者たちも含
めて身体が丈夫である。しかし、それでも加齢による老いは誰にでも平等に
いつか必ずやってくる。それは同時に将来に対する不安を少しずつ抱えてい
くことでもある。G 氏は、これまであまり「不安を感じたことはなかった」
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と述べたが、未だ生活に支障を来したことはないものの、持病があることへ
の自覚から、最近になって「不安を感じることも出てきた」といい、その不
安をどのように解決していったらよいかの手だてに関しても不安を感じてい
た。一方、N 氏は「将来に不安はない」と述べつつも、その未来に向けた準
備を計画的に行っているのであり、「不安がない」というよりも「不安がない
ようにしている」のである。したがって、N 氏は「思ったより長生きしたら
どうなるか分からない」とも付け加えていた。 
このように、現在の職人家業の収入は少なく、また仕事の内容や継続に
関しても不安定要素は強い。満額の年金収入があるとはいえ、それだけで
は生活が厳しいことも仕事を続けている要因の一つではあろう。しかし、
そのようなくらしの経済的側面の厳しさや高齢期としての不安を抱えつつ
も、「生業」や「生活」全体としてみてみると、どこか自律的で、一種の安
定感すら感じられる。 
N 氏の事例項目職人としての仕事のところでは“仕事場に座る”“手を動
かす”ことが生活の、そして生きることの安定要素であり、生業が生活に
つながり続けていることがうかがえる。 
さらに、職人としての仕事のあり方は、自らの個人の生活にのみ関わる
ことではなく、産地地域やその中の産地技能にも関わってくる。次には、
高齢期にある職人の個人的技能が産地の現状とどうかかわっているのか、
彼ら自身は産地の中でどのような役割を担っているのかを見ていく。 
 
② 個人技能の役割と産地技能との関わり 
職人技能の産地のなかの役割というとき、そこには二つの要素がある。
一つは、「現在」の産地で「生産を遂行」し、ものづくりを支える役割とし
ての要素であり、もう一つは、「未来」の産地へ「技能を伝承」し、伝えて
いく役割としての要素である。 
まず、「現在の生産」にかかわってである。ここでは事例項目の製造卸と
の取引関係に着目して考察を加える。 
N 氏も G 氏もともに、長いつきあいの製造卸の業者がいる。G 氏の場合は、
独立時からのつきあいを継続させている製造卸商がいた。その特長は、長い
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年月の間に醸成されてきた信頼、習熟した技能に対する信頼のもとでの継
続的な関係にある。そのなかで、商人である製造卸が職人に発注を行うこ
とによって、職人の仕事は保障され、生活の糧を得ることを可能としてき
たのであり、他方では、職人が製造卸からの依頼と期待に対して技能で応
えることによって、製造卸の商売は成立し、生活の糧を得ることを可能と
してきたのである。その場合、産地の繁忙期には、時に職人が製造卸から
少しばかり無理のある仕事（量）を引き受けることもあったし、逆に産地
の仕事（量）が薄い時期でも、製造卸は毎月少しずつでも職人へ仕事を発注
したりしている。 
このような関係には、まずはものを生産していく際に重要な、職人の持つ
技能の熟練の高さが前提になる。特に製造卸からすれば高齢期の職人に対し
ては、技能に対する信頼、ましてや取引が長ければ長いほどそこには絶対的
な信頼がある。そのうえで、職人本人はもとより製造卸の人々の双方が、互
いの立場からものづくりの要である技能を支えようと相互的・共同的に努
力することによって取引関係が維持されてきた。職人が生産を遂行する役
割を担うというのは、現場で習熟した生産技能を発揮するというだけではな
く、そのために製造卸をはじめとした生産にかかわる社会関係を保つという
ことであり、そのなかで産地技能も維持されていくのである。 
次に、もう一つの役割、「未来への伝承」についてである。 
事例項目の同業者の現状にあるように、N 氏も G 氏も産地の存続を憂い
ており、同業者の減少、後継者不足問題について悲観的に言及されていた。 
G 氏の事例項目職人技能の継承にかかわる仕事において、G 氏は 1997（平
成 9）年に山中漆器の技術を残すことを目的として、山中漆器産業技術セン
ター内に設置され、県内外から研修生を受け入れている「挽物轆轤技術研修
所」で開設時から講師を続けている。技術研修所の実践的カリキュラムの講
師となるのは長く経験を積んだ地元の熟練職人であり、産地技能を持った職
人による指導が行われる。さらに、技術研修所では 2 年の基礎コースを終え
て専門コースに在籍する生徒のなかで、希望する者には講師である職人の工
房で仕事を与え、実践の場を提供することがあり、G 氏もその一人である。
また、G 氏は息子を持たない（子どもはすべて娘）、つまり木地師としての
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自らの跡継ぎがいない分、研修所で若者に技能を教え、伝えていきたいと
いう思いを持って未来の産地への技能伝承に関わっている。しかし、実際
には技術研修所で学んだ研修生が山中に残らない（残れない）こと、他地
域に移動して作家活動をする卒業生が多いことにいくらかの産地への不安
を感じているようでもある注 10）。 
このように、悲観的であれ産地の未来について思考・思案する意識、時
に使命感をともなって未来への技能伝承に実践的にかかわろうとする態度
等によって、職人は未来へ技能を伝承していく役割を直接的に間接的に担
うことになる。そして、このようなかかわりが持てるのはやはりこれまで
培われた熟練技能があってのことであり、未来の産地技能のあり方にも関
わることになる。 
ここまで、職人の技能、特に高齢の職人の熟練技能が産地の中でどのよう
に位置づけられているのかを見てきた。 
職人にとって「産地」は、現在の生産の現場において、自らが実体的な役
割を遂行する場であり、また、未来への技能の伝承において、自らが産地史
のなかの継承の一担い手としての役割を担う場でもあった。さらに、産地で
のかかわり方が長くなれば必然的に職人の技能の熟練度は増していく上
に、伝統的地場産業の淘汰的な状況のなかでは生産の現場においても、技
能の継承においても彼らの役割は相対的に高まっていくことになる。 
もちろん、それは周囲が職人に何を求めているのかということともかか
わっている。現在 N 氏や G 氏に求められているものは、3 章の最後で示した
ような、減少しつつある木製漆器やそのための伝統的技能に対する再認識・
再評価を背景とした、熟練を極めた彼らの個人的技能にある。その場合、産
地内のさまざまな社会関係のなかで成立するという意味においては、非常に
個人的に見える職人の技能は「産地技能」である。そこでの職人の行為は、
自らの技能を再び「産地技能」に還元する行為ともなり、これが産地の伝
統を維持・創造し「産地の存続」を実現させることになるのである。 
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むすびにかえて 
 
技能をめぐる社会関係という観点から見ると、産地のものづくりは、非常
に複雑で多くの人々が直接的に、間接的に関わっていることが見えてくる。 
本稿では、最初に、対象となる山中漆器産業の現状を石川県の伝統的工芸
品産業における位置づけの中で紹介した。石川県にある三つの漆器産地のな
かでも山中漆器は、特に伝統的な木製漆器と合成漆器の双方の生産によって、
他の二つの地域とはその産地の構造からして異なることを見てきた。 
次に、現在高齢期にある職人の多くが経験している徒弟制度と、公的な制
度のそれぞれが産地技能にどのような影響をもたらしたのかを戦前～戦後の
産地状況と併せて考察した。木製漆器が主流であった時代、徒弟の特徴であ
る人と人との直接的な関わり方の中での伝承と、全国的にも珍しかった公教
育のなかでの技能の養成が行われており、手工技能が主流であった産地技能
を、産地地域の人々が総出で支え、つなげようとしていた。N 氏と G 氏はこ
の時点では、技能習得期の段階であり、既にある伝統的な「産地技能」を産
地から伝授され、受け取る役割を担っていた。 
さらに、高度経済成長期前後の合成漆器の登場と工場団地造成によって産
地の近代化と合理化が進められていくなかで、産地で営まれる職人たちの生
業とそれを取り巻く産地技能が量産化を主流としたものに変化していったこ
と、しかし一方で、伝統的な技能継承のための取り組みも行われ、その後双
方の技能を保持する産地に至ることを明らかにした。量産化技能が産地の主
流となっていくこの時代、N 氏と G 氏にとっては独立期でもあり、もう一つ
の「産地技能」である伝統的な技能の担い手として技能の習熟度を高め、そ
の生産の中心的な役割を果たしたのである。 
最後に、伝統的な木製漆器への再評価と、それに伴う伝統的技能継承への
関心が高まる現在、産地の構造や状況の変化のなかで高齢期に達した職人た
ちが、たしかに厳しいくらしの現状ではあるものの、意識的無意識的とにか
かわらず、現在の産地において生産を遂行する実体的な役割と、また未来の
産地へ向けた技能伝承の一担い手としての役割を担う存在であることを明ら
かにした。N 氏と G 氏の技能は、高齢期に入ってさらに熟練を増し、その技
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能を産地に還元する形で、現在の「産地技能」に応え、産地の存続に貢献し
ていた。 
今回は、産地の近代史的変遷を追うという目的もあり、高齢期にある職人
に焦点をあて、過去の状況を含めた「産地技能」について考察したが、これ
はまだ産地のほんの一部を垣間見たに過ぎない。今後は、職人同士の関係や
地域の人々との関係、行政との関係など産地技能に関わるより多くの要素に
着目して、そのしくみについての考察を行っていくと同時に、県・市町村レ
ベルの産業政策等の現状や地域の福祉政策等の現状とも照らし合わせながら
地方における高齢者の生活実態についても引き続き検討していくつもりであ
る。さらに、本稿では触れることができなかったが、現在、若い世代を中心
とした、ものづくりの新たな展開が山中漆器産地にはある。ここで述べた職
人たちの生き方とは異なる諸相が現れており、それは将来的な産地概念や産
地技能をさらに変容させていくことであろう。もちろん、伝統的な側面との
関係もさまざまであり、単純なものではない。その展開が今後産地技能にど
のような影響を及ぼすのか、将来的な考察も含めて注目していきたいと考え
ている。 
なお、本論文は、専修大学人文科学研究所のグループ研究助成（2012～2014
年度）によって行われた調査をもとにその成果として執筆したものである。 
 
［注釈］ 
注 1）「一定の地域で主として伝統的な技術または技法を用いて製造される伝統的工芸
品が、民衆の生活の中ではぐくまれ受け継がれてきたこと及び将来もそれが存在
し続ける基盤があることにかんがみ、このような伝統的工芸品の産業の振興を図
り、もって国民の生活に豊かさと潤いを与えるとともに地域経済の発展に寄与し、
国民経済の健全な発展に資することを目的とする（第 1 条）」法律である。 
注 2）県指定の 6 品目とは、和紙、美川仏壇、桐工芸、檜細工、珠洲焼、加賀毛針であ
り、他未指定の 20 品目には、大樋焼、加賀竿、加賀獅子頭、加賀象眼、加賀提灯、
加賀水引細工、金沢表具、加賀和傘、郷土玩具、琴、三弦、太鼓、竹細工、茶の
湯釜、鶴来打刃物、手捺染型彫刻、銅鑼、七尾ろうそく、能登上布、能登花火、
がある。 
注 3）それとは対照的に、農村の富裕層を対象とした高級品製造が中心だった輪島漆器
は戦後の農地解放による富裕層転落のために復興が遅れた。 
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注 4）1950（昭和 25）年設立の山中漆器連合協同組合は、江戸時代の「講」組織から
の歴史をもつが、現在でも「山中漆器に従事する全ての業者が加入することによ
り、業界全体としての窓口機能を果たすとともに、産地全体を捉えた大局的な見
地による組合事業ならびに国・県・市等の指導・補助事業などを行うことにより
組合員の経済的地位向上を達成するための様々な事業を遂行してい（組合資料）」
る。 
注 5）山中の場合、漆器技術の向上、継承のために公的機関によって開設されてきた施
設の歴史はさらに遡る。明治 19（1886）年には漆器伝承所が、明治 20 年には村立
山中小学校尋常科に随意科が設けられた。さらに明治 29（1896）年には山中村立
漆器徒弟学校が新設され、明治 33 年に県立に昇格するも 35 年に廃校となってい
る。しかしその後も明治 39（1906）年には小学校に夜間の工業補修学校を併設、
大正 9（1920）年に商業補修学校として独立し、昭和 10 年に青年学校となった（山
中町［1995：310］）。 
注 6）1967（昭和 42）年には 108 企業が進出、1969（昭和 44）年には 103 企業が進出
している。 
注 7）1963（昭和 38）年から 1969（昭和 44）年にかけての業者数の変化については山
中漆器漆工史編集委員会［1974：122］の記述である。 
注 8）1986 年に発刊された山中漆器研究所による『広報うるし』NO.2（1987 年 3 月
発行） 
注 9）山中漆器の原点で、全国の頂点に立つ「挽物轆轤技術」の習得と後継者育成、及
び将来の漆器産業を担う人材の養成、自主研究を行うための産業振興の中核施設
として開設した。全国で唯一「挽物轆轤技術」を専門的に学べる研修施設である
（研修所募集要項）。 
注 10）山中漆器産業技術センターが、産地の期待に応じているかどうかは、産地内で
の立場によって異なる評価や意見がある。私たちの聞き取り調査によれば、特に、
卒業後に研修生が山中に残らない、根付かない、また G 氏のいうように職人では
なく作家が育っているといった不満の声が目立っていたが、それに関しては、セ
ンターで技能を習得した人々を受け入れる受け皿（＝産地内の仕事量）がない、
という産地側の理由もある。 
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